
資料2－6  

【傍聴者配布用】  

既存化学物質の生態影響に関する情報  

平成20年10月24F】化審法3省合同会議  

官報公示   CASNo．   

整理番号  
物質名称   頁   

4－323  2243－62－1  1，5－ジアミノナフタレン   

N，N－ジシクロヘキシルー2－ベンゾチアゾールスルフ工ン   
5－256  49、79－32－2  

3－521  

3－526   
120－95－6  2，4－ジーferf一ペンチルフェノール   24   

3－3034  19715－19－6  3，5一ジーfe／イープチルサリチル酸   34   

5－725  462－08－8  3－アミノビリジン   42  



試験番号第19011号  

要  旨  

表  題  

1，5－ジアミノナフクレンの鳥e〟ゐAJ∫C血打∫eノノ∂∫〃如御上とβと∂に対する生長阻害試験   

簑壁目的  

1，5－ジアミノナフタレンの魚e〟ゐÅJrc加erJeノノ∂∫〟占c即ノ亡∂ねに対する72時間生長阻害試験を  

実施し，50％生長阻害濃度（EC5。）及び最大無影響濃度（NOEC）を求め，魚e〝ゐAJr。加erJeノノ∂  

∫〟ムc御上ねと月の生長に対する1，5－ジアミノナフタレンの毒性を明らかにすることを目的とする。   

試験万準   

本試験は「新規化学物質等に係る試験の方法について（平成15年11月21日薬食発第1121002号，  

平成15・11・13製局第2号，環保企発第031121002号一部改正平成18年11月20日薬食発第  

1120001号，平成18・11・13製局第2号，環保企発第061120001号）」，別添 痘痕生長阻害試験，  

ミジンヲ急性遊泳阻害試験及び魚類急性毒性試験，Ⅳ 藻類生長阻害試験に準拠した。   

なお，本試験では，被験物質が着色物質であり，試験濃度範囲の一部において試験溶液が赤色  

に着色することが予測されたことから，着色による遮光の影響を推定するため，試験溶液量を50  

mlに減じ光路の短縮を図った試験（以下，「追加試験」と言う。）を試験溶液量100mlの試験（以下，  

「標準試験」と言う。）と併行して同様の条件で実施した。   

1）被験物質：1，5－ジアミノナフタレン  

2）試験生物：ノなe〃（わÅノ∫C血eヱイeノノ∂∫〟ムc∂〆ねね（ATCC22662株）  

3）暴露（培養）方式：振とう培養怯（100r／min）  

4） 暴露期間：72時間、  

5）試験濃度（設定値）：対照区，0．046，0．10，0．22，0．46，1．0，2．2，4．6及び10mg／1（公比；2．2）  

6）初期細胞濃度：約1．0×104cells／山（乾燥重量；0．28mg／1）  

7）連  数：3連／1試験区（ただし，対照区は6連とした。各濃度区については，被験物質濃度  

‘が低下すもことが予測されたため，48時間後の分析用試験溶液として，別に1連  

分を追加した。さらに，藻体の有無による試験溶液中の被験物質濃度の変化を調  

べるため，0．046，1．0及び10mg／1濃度区については，藻体を接種しないブラン  

クを1連分追加した。）  

8） 試験溶液量：100ml／1連  

9）試験水温：［標準試験】21．7～23．3℃  

［追加試験］21．5～23．3℃  

10）照  明：［標準試験］86～8911m01／m2／s  

［追加試験］76～87 〝mOl／m2／s  

（白色の蛍光灯を用い，連続的かつ均一に照射した。）  

11）試験溶液のpH：［標準試験］7．4～8．2  

［追加試験］7．3～7．9  

（pH調整は行わなかった。）  

3／45   



試験番号第19011号  

12）膚 地‥0写CD化学品テストガイドライン201FreshwaterAlgaandCyanobacter享a，Growth  

InhibitiorlTest（2006）に示された培地を使用した。滅菌彼の試験培地のp打は7．9  

であった。  

13）分析法：高速液体クロマトグラフー質量分析法  

結  果   

結果の算出は，暴露開始時及び暴蕗終了時の各試験溶液中の被験物質濃度の測定値から，幾何  
平均により求めた平均測定濃度を用いて行った。   

その結果は以下わ通りであった。  

標準試験   

72時間後の50％生長阻害濃度（EC50）及び最大無影響濃度（NOEC）   

1）ErC5O（0－72hr）：1．8mg／1（95％倍額限界；1．7～2．O mg／1）［Logit法］   

2）NOEC（速度法0－72hr）：0．337．mg／l（Dunnettの多重比較検定）  

追加試験   

72時間後の50％生長阻害濃度（EC5。）及び最大無影響濃度（NOEC）   

1）ErC50（0－72hr）：1．5mg／1（95％信頼限界；1．3～1．7mg／1）［Logit法］   

2）NOEC（速度法0－72hr）：求められなかった。  

4／45  
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試験番号第19011号  
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試験番号第19011号  
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Figure2－1・Concentration－inhibition curve（Growth Rates，OL72hr）［standard test〕  
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試験番号第19012号  

要  旨  

表  層  

1，5－ジアミノナフタレンのオオミジンコに対する急性遊泳阻害試験  

夢魔目的  

1，5－ジアミノナフタレンのオオミジンコに対する48時間急性遊泳阻害試験を実施し，50％遊泳  

阻害濃度（EC50）を求め，オオミジンコの遊泳に対する1，5－ジアミノナフタレンの毒性を明らかに  

することを目的とする。  

革験方経   

本試験は「新規化学物質等に係る試験の方法について（平成15年11月21日薬食発第1121002号，  

平成15tll・1：i製局第2号，環保企発第031121002号）」，別添 藻類生長阻害試験，ミジンコ急性  

遊泳阻害試験及び魚類急性毒性試験，Ⅴ ミジンコ急性遊泳阻害試験に準拠した。  

1）被験物質：L5－ジアミノナフタレン  

2）試験生物：オオミジンコ（頻血フノ∂〟∂g刀β）  

3） 暴露方式：半止水式（24時間後全量換水）  

4） 暴露期間：48時間  

5）試験濃度（設定値）：対照区，0．46，0．68，1．0，1．5，2．2，3．2，4、6及び6．8mg／1（公比；1．5）  

6）試験個体数：20頭／試験区（5頭4連）  

7）試験溶液皇：100ml／1連  

8） 試験水温：20．0～20．9 ℃  

9）溶存酸素濃度：8．4～9．O mg／1（暴露期間中，3噂／1以上を維持した。また，エアレーション  

は実施しなかった。）  

！0）pH：7．9～8．1（試験溶液のpH調整は行わなかった。）  

11）照  明：室内光，16時間明／8時間暗  

12） 給  餌：無給餌  

13）試験用水：水道水（つくば市水道水）を活性炭処理し，残留塩素等を除去した後，十分通気  

した脱塩素水  

14）分析法二高速液体クロマトグラフ法  

3／28  
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試験番号第19012号  

繹   果   

結果の算出は，各試験溶液中の被験物質濃度の測定値から，幾何平均により求めた平均楓定演  

度を用いて行った。  

48時間後の50％遊泳阻害濃度（EC50），0粗造泳阻害最高溝度及び100％遊泳阻害最低濃度  

1）50■％遊泳阻害濃度（EC5。）：・3．8mg／1（95％信頼限界；3．3～4．4mg／1）［Probit法］   

2）0％遊泳阻害最高濃度：1．50mg／1   

3）100％遊泳阻害最低濃度：6．60mg／1以上  

4／28  
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試験番号第19012号  

Table8．pH values of test solution  

Meanヰ of   

measuTed  

COnCentェ・ation   

（mg／1）  

Nominal. 
COnCentration   

（mg／1）  

24 hours  

O hour  48 hours  

01d  New  

0．46   

0＿68   

1．O   

l．5   

2．2   

3，2   

4．6   

6．8  

8．0  8．0   

8．0  8．0   

8．0  8．0   

臥0  8．0   

7．9  7．9   

8．0  8．0   

7．9  8．0   

7．9  8．0  

8．0   

8．0   

乱0   

8，0   

8，0   

8．0   

8．0   

8．0  

Control  8．0  7．9  8．1  

＊ geometrlC mean  

New：freshly prepared test solution  

Old：test solution after24hours exposure  
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Figurel．Concentration－immobility curve  
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試験番号′第’19014号  

要、旨  

表題  

1，5－ジアミノナフタレンのヒメダカに対する急性毒性試験  

試験目的  

1，5－ジアミノナフタレンのヒメダカに対する96時間急性毒性試験を実施し，50％致死濃度  

（LC50）を求め，ヒメダカに対する1，5－ジアミノナブタレンの毒性を明らかにすることを目的とす  

る。  

試験方法   

本試験は「新規化学物質等に係る試験の方法について（平成15年土1月21日薬食発第1121002号，  

平成15・11・13製局第2号，環保企発第031121002号）」，別添 藻類生長阻害試験，ミジンコ急性  

遊泳阻害試験及び魚類急性毒性試験，Ⅵ 魚類急性毒性試験に準拠した。   

1）被験物質：1，5－ジアミノナフタレン  

2）試験生物：ヒメダカ（帥∫郎ノ∂fj♪eカ  

3）暴露方式：半止水式（24時間ごと全量換水）  

4） 暴露期間：96時間  

5）試験濃度（設定値）：対照区，5．6，7，5，10，13，18，24，32及び42mg／1（公比；1．3）  

6）試験個体数：10尾／試験区  

7）試験溶液量：41／試験区（収容密度； 

8）試験水温：23．0～24．0℃  

9）溶存酸素濃度：6．8～8．3mg／1（暴露期間中，飽和溶存酸素濃度の60％以上を維持した。また，  

エアレーションは実施しなかった。）  

10）pH：7．5～8．1（試験溶液のpH調整は行わなかった。）  

11）照  明：室内光，16時間明／8時間暗  

12）給  餌：無給餌  

13）試験用水：水道水（東京都多摩市）を活性炭処理し，残留塩素等を除去した後，十分通気  

した脱塩素水  

14）分析法：高速液体クロマ′トグラフ法  

3／33   



試験番号第19014号  

結  果   

結果の算出は，各試験溶液中の被験物質濃度の測定値から，幾何平均により求めた平均測定濃  

度を用いて行った。  

96時間後の50％致死濃度（LC50），0％死亡最高濃度及び100％死亡最低濃度  

1）50％致死濃度（LC5。）：17！帽／1（95％信頼限界；15～19mg／1）［probit法］   

2）0％死亡最高濃度：♭．43mg／1   

3）100％死亡最低濃度：22．11咽／1  

4／33  
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試験番号第19014号  
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要  旨  

試 験 委 託 者  環境省  

表  題  凡N－ジシクロへキシルー2－ベンゾチアゾールスルフエンアミドの藻類  

（鬼／朗∂∫／√仇野C即√ノc〃〝〟／戚 に対する生長阻害試験  

試 験 番 号  AOlO456－1  

試 験 方 怯：   

け 適用ガイドライン：  OECD化学品テストガイドラインNo．201「藻類生長阻害試験」  

（1984年）  

止水式，振とう培養（100rpm）  

企／甜∂∫／√J膠C卿√ノcク〃〝／〟必（株名：ÅTCC22662）  

（現在 乃β〟（わ〟ノ√C加β√ノeノノ∂∫〟血即ノ／∂ねと学名が変更されてい  

る。）   

72時間  

対照区，助剤対照区，0．0408mg／L（試験液調製可能最高濃度での  

限度言式験）  

助剤濃度一定：10D 〟L／L（ソメチルホルムアミド使用）  

100mL（OECD培地）／容器  

3容器／試験区  

1×104cells／mL  

23±2℃  

40001ux（±20％の変動内，フラスコ接面付近）で連続照明  

高速液体クロマトグラフィー（HPLC）  

2） 暴 露 方 式  

3） 供 貢式 生 物  

4） 暴 霹 期 間 ：  

5）試 験 濃 度：  

（設定値）  

6） 吉式 敏 枝 量  

7）遠  敷  

8）初期細胞漣度   

9）試 験 温 度  

10）照  明  

‖） 分 析 法  

試 験 結 果：  

1） 試験硬中の披験物質浪度  

試験液の分析の結果，暴露開始時の測定値の設定値に対する割合が．±20％以内であった   

ため，阻害濃度の算出には設定値を用いた。  

－ト  

11   



2） 生長曲線下面積の比掛こよる阻害濃度   

50％生長阻奮浪度EbC50（0－72）：〉0．0400mg／L（95％信頼区間：算出不可）   

最大無作用濃度NOECb（0－72）： 〉0．胴00mg／L  

3） 生長速度の比較による阻害濃度   

58％生長阻害渡度ErC5D（24－48）：〉M400mg／1（95％信頼区間：算出不可）   

最大無作用浪度NOECr（24－48）： 〉0．0400mg／L   

50％生長阻客演度ErC50（24－72）：〉0．0400mg／L（95％信頼区間：算出不可）   

最大無作用濃度NOECr（24－72）： 〉0．0400mg／L  

一8－  
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Figurel AlgalGrowth Curve of5b／enasfr〟〝CaPricomu［Lm  
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Figure3 ConcentraLion－1nhibitionCurveBascdon王mvaluesCalculaLed［rom  
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、   要 旨  

試 験 委 託 者  環境省  

蓑  題  凡N－ジシクロへキシルー2－ベンゾチアゾールスルフェンアミドの  

オオミジンコ（励ノ∂』βg〝∂）に対する急性遊泳阻害試験  

試 験 番 号  AOlO456－2  

試 験 方 法 ：  

1） 適用ガイドライン：  OECD化学品テストガイドライン軋202「ミジンコ観 急性遊泳  

阻害試験および繁殖試験」（1984年）   

半止水式（24時間後に試験液の全量を交換）  

水面をテフロンシートで被覆  

オオミジンコ（助／∂β∂卯∂）   

4即寺間   

対照区，助剤対照区．  

0．00500，0．00朗0，0．0140，0．0240，0．0400mg／L  

（試験液調製可能最高濃度）  

公比：ユ．7  

助剤洩度一定：100 〟L／L（シ●メチルホルムアミド使用）  

川O mL／容器   

4容器／試顔区   

20頭／試験区（5頭／容器）   

20±1℃   

室内光，】6時間明（8001ux以下）／8時間暗   

高速液体クロマトグラフィー（HPLC）  

2） 暴 露 方 式  

3） 供 試 生 物   

4） 暴 露 期 間   

5） 試 験 濃 度  

（設定値）  

6） 試 験・液 量   

7） 遠  敷   

引 供試生物数   

9）試 験 温 度   

10） 照  明   

11）分 析 法  

ー7－   
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試 験 結 果  

1）試験液中の被験物質捜度  

試験碓の分析の結果．測定値の設定値に対する割合が，±20％を越える値があったためl  

結果の算出には測定値の幾何平均値を用いた。精製水中での半減期は30時間（0■04mg／L）  

であり，減少の主な原因は加水分解と考えられた。  

2）24時間暴露後の結果  

（mg／L）  95％信頼区間（叩／L）  

算出不可  〉0．0314  半数遊泳阻害濃度（EiC50）  

〉0．0314  最大無作用浪度用OECi）  

〉0．0314   100％阻害最低濃度  

3）4卵寺間暴露後の結果  

（mg／L）  95％信頼区間（昭几）  

算出不可  〉0．0314  半数遊泳阻害濃度（EiC50）  

〉軋0314  最大無作用浪度（NOECi）  

〉0▲0314   180％阻害最低濃度  

ー8⊥  
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Figurel ConccntrationTImmobiJity Curve  
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要  旨  

試 験 委 託 者： 環境省  

表  題  N，N－ジシクロへキシルー2－ベンゾチアゾールスルフェンアミドの  

オオミジンコ（肋ノβ卿め に対する繁殖阻奮試験  

試 験 番 号  AOlO456－3  

試 顔 方 法：  

l）適用ガイドライン：  OECl）化学品テストガイドラインNo．2ユ1「オオミジンコ繁殖  

試験」（1998年）  

2） 暴 露 方 式  半止水式（毎日試験液の全量を交換）  

水面をテフロンシートで被覆   

オオミジンコ（肋ノ∂β脚力   

21日間   

対照区卜助剤対照区，  

0．00200，0．0042D，0．00900，0．一0】90，0．0400mかL  

（試験液調製可能最高濃度）  

（公比：2．1）  

助剤濃度一定：100ルL几．（シ●メチルホルムアミド使用）   

80mL／容器   

10容器／試験区   

川頭／試験区（l頭／容器）   

20土1℃   

室内光，川時間明（8001ux以下）／8時間暗   

高速液体クロマトグラフィー（HPLC）  

3）供試 生 物   

4） 暴露 期 間   

5卜 試験 濃 度  

（設定値）  

6】試験液量   

7】遠  敷：   

引 供試生物数 －：   

9） 試験温 度：   

10）頗  明：   

1り 分 析 法一：  

－7－   
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試 験 結 果  

】）試験液中の破顔物貨濃度  

試験液の分析の結果，測定値の設定値に対する割合が，±20％を越える値があったため，  

結果の算出には測定値の時間加重平均を用いた。精製水中での半減期は30時間（0．04mg／L）  

であり，減少の主な原因は加水分解と考えらゎた。  

2）21日間暴露後の結果  

（mg／L）  95％信頼区間（mg／い  

規ミジンコの半数致死濃度（LC50）  〉0．0331  算出不可  

〉0．0331  算出不可  50％繁殖阻害濃度（EC50）  

最大無作用濃度（NOEC）  〉0．8331  

最小作用滅度（LOEC）  〉0．033l  

－8－  
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FigurelCunulativeⅣumber ofl）ead ParentalDaphnia  
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Tabie4 Mean Cumlative NunlberofJuvenilesProduced perAdult Alive for21Days EEFl／P）  

Nomi11al  Days  
Conc．  垣  田  匝  同  帆  印  田  匹  岨  阻  田  田  田  柑  囲  粗   

Control  血  0．0  匹  5．9  5．9  ユ6．6  29．2  29．2  29．4  ・53．6  53．6  53．6  73．8  76．7  76．7  86，8   

So】Y．COれt．  0．・8  四  町  7．6  7．6  】7．0  35．8  35．8  38．4  6l．8  6】．8  6】．6  85．7  85．7  85．7  9G．8   

0．00200mg／L  四  0．0  四  7．5  7．5  】9．5  27．6  27．6  37．7  52，7  52．7  55．7  77．5  77．5  77．5  94．5   
0．00420mg／L  0．0  0．0  4．9  4・p  4．9  】8．9  29．6  29．7  3ナ．4  54．4  54．4  57，0  ＆0．5  80．6  80．6  95．5   
0．08900mg／L  0．0  8．0  ＿5．】  5．●8  5．g  】2．g  27．7  27．8  33．】  53．9  53．9  57．0  78．3  7臥3  78．3  95．6   
0．0190 mg／L  0．0  0．0  6．0  6．0  6．0  19．9  28．7  ・29．0  34．0  53．2  53．2  53．2  7醜9  79．9  79．9  96．1   

0．0400 mg／L  0．0  0．0  5．6  7．0  7，0  20．l  26．0  28．0  35．0  48．8  4臥6  53．9  75．5  75．5  75．5  96．D   

F5gure2 Time Course ol∑Fl／P for Each Concentrat，ion Levei  

DalrS  

Valuesinlegend are givenin the nominalconcentration．  

－22－  

‘21   



要  旨  

環境省  試∴教 委 託 者  

N．N－ジシクロへキシルー2－ベンゾチアゾールスルフェンアミドの  

ヒメダカ（伽ノ∂∫ノ∂／如どぶ に対する急性毒性試験  

表  題  

試 巌 番 号  AOlO456－4  

試 験 方 法 ：  

1）適用ガイドライン：  OECD化学品テストガイドライーン恥203「魚類急性毒性試験」  

（1992年）  

半止水式（24時間毎に試験液の全量を交換）  

水面をテフロンシートで被覆  

ヒメダカ（紬ノβ∫ノ∂／わβカ  

98時間  

対照区．助剤対照区，0．0400mg几（試験液調製可能最高濃度の  

限度試験）  

助剤濃度一定：100 〟L／L（シリチルホ舶アミド使用）  

5．O L／容旛  

1容器／試験区  

10尾／試験区  

24±1℃  

室内光，i6時間明、（1000lux以下）／8時間暗  

高速液体クロマトグラフィー（HPLC）  

2） 暴 露 方 式  

3） 供 武 生 物 ：  

4） 暴 露 期 間 ：  

5） 試 験 濃 度：  

（設定値）．  

6） 就．験 液 量  

7）連  鱒  

8）供試生物数  

9） 試 験 温 度  

10ト 照  明  

11） 分 析 法  

試 験 緯 果：  

1）試験液中の被験物質渡度 

試験液の分析の結果，測定値の設定値に対する割合が，±2D％を超える値があったため，   

結果の算出には測定値の幾何平均値を用いた。精製水中での半減期は30時間（0．04mg几）  

であり，減少の主な原因は加水分解と考えられた。  

2）96時間暴露後の半数致死濃度（LC50）：〉軋0334mg／L（95％信頼区間：算出不可）  

一7－   
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Figurel Concentration－Mortality Curve  
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AO60509  

要  約  
試験費託者   

環境省  

表塁   

2，4－ジーとar才一ペンチルフェノールの藻類（Aぎe〟ゐAJ∫C血erJeJJ8ざ〝ムc∂pJねね）に対する  

生長阻書試験  

試験番号  

AO60509  

試験方絵   

本試験は「新規化学物質等に係る試験の方法について＜藻頬生長阻害試験，ミジンコ急性   

遊泳阻害試験及び魚嬢急性毒性試験＞」（平成15年11月21日 薬食発第1121002号，平成15・  

11・13製局第2号．環保企発案03ユ121002号）に準拠して実施した。  

単細胞緑藻類（伶e〝ゐ正代血訂Jdノ∂∫血e∂pJねfd  

試験ガイドライン推奨培地  

72時間  

止永式（開放系），振とう培養（100叩m）  

前培養した藻類 5×103cells／mL  

（指数増殖期の藻類乾燥重量：1．8×10‾8喝／cell，n＝5）  

22℃（暴露期間中の変動範周は±2℃以内）  

65～75〟E／㌦／s，白色蛍光灯で連続照明（液面付近）  

1）供試生物：  

2）試験用水：  

3）暴露期間：  

4）培養方式：   

5）初期生物量：  

6）試験温度：  

7）照明：  

ー7－  
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AO60509  

8）試験演度（設定値）   

試験区   濃度（mg／L）  

対照区  

助剤対席区  

濃度区1  

濃度区2  

濃度区3  

濃度区4  

濃度区5  

＊：試験液調髄可能最高浪度  

公比：1．8  

9）分析法：   高速液体クロマトグラフィー（HPLC）  

溢  監  

1）試験蔽および試験培養液中の被験物質濃度   

測定値の設定値に対する割合は′暴露剛台時の試験液において80～87％，暴露終了時の   

試験培養掛こおいて14～29％であった。この減少理由として，被験物質の分配係数（log   

Pow）が6・31（KOW削…による推定値）と非常に高いことから・回転板とうしている試験容器   

への吸着の可能性が考えられた。  

2）生長速度の比較による阻害濃度■1   

半数生長阻害濃度ErC50（0－72h）：   

最大無影響濃度NOECr（0－72h）：  

1・70mg／L（95％倍額区間：算出不可）  

0．159mg／L  

＊1阻害濃度の算出には諷定植の時間加重平均値を用いた。  

3）藻類の形態観察  

暴露終了時の顕微鏡下での細胞形態観療の結果3．80mg／Lの浪度区で，一部細胞の膨張  

が認められた。その他の濃度区においては，細胞形態の変化（収縮，膨浪破裂等）や細胞  

凝集は組められず，また，対照区および助剤対照区との相違もなかった。  

－8－   




